
牟礼西地区 袖之山、地蔵久保、坂口、高坂、夏川、野村上、北川、
上村、東高原、横手、中宿、古町

牟礼東地区 平出、番匠、福井団地、福井、四ツ屋、坂上、栄町、
牟礼、小玉、西黒川、東黒川

普 光 寺 区 普光寺西部、普光寺中部、普光寺東部、深沢

芋 川 区 寺村、町、中峰、田中、中村、御所之入、若宮、
堀越、日向

倉 井 区 谷、川西、川北西部、川北東部、
原一、原二、原三、川谷

赤 東 区 上赤塩、毛野、下赤塩、
東柏原、奈良本、扇平

•高齢者のみの世帯増加
•耕作放棄地、空き家増加
•ゴミ出しや電球の交換、買い物、雪
　かき、草刈り等に困る高齢者世帯が
　 ある、増えてきた
•子どもが安全に自由に遊べる場所がない
•コロナ禍を機に住民同士の交流減少
•若者が集落に帰ってこない

•若者や子どもがいる集落に
•耕作放棄地や空き家を有効活用
•住民同士が気兼ねなく助け合える
　集落に
•施設や公園をきれいにして守りたい
•集落に対して子どもや若者が愛着を

 持てるように
•若者が帰ってきたいと思える
集落に

•助け合いの仕組み設立
•集会施設を活用して、イベント開催
•多世代が楽しめるイベント開催
•集落内の伝統や歴史的文化財につ
  いて知り、守り、引き継ぐ取り組み
を実施

集落創生事業とは

課題 希望 計画

高齢化や人口減少により、弱りつつある集落の自治機能や、少なくなっている住民
同士の交流を復活→維持→活性化させることを目的に、集落にあるさまざまな資源

を活用したり、住民のアイデアを形にしたりする事業です。現在、そうした活動に町が経済的な支援を行っています。おおむ
ね5年を目安に上限300万円を、その前段階として計画を策定することに対して上限5万円を交付しています。

集
落
創
生
事
業
実
施
ま
で
の

お
お
ま
か
な
流
れ

現在（2024年9月時点）、
福井団地・西黒川・下赤塩が計画策定中!!

高坂・北川が計画策定に
向けて画策中!!

❶事業の中心となる住民グループ（委員会）を結成
❷集落の課題を総ざらいする ❸集落の将来を考える ❹事業計画をつくる　❺事業を実施する
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飯
綱
町
が
、
町
の
独
自
予
算

で
集
落
創
生
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
今
年
で
10
年
に
な
り
ま

す
（
前
身
の
集
落
活
性
化
支
援

事
業
を
含
む
）。
町
内
に
は
50

（
牟
礼
地
区
23
区
、
三
水
地
区

27
組
）
の
集
落
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
集
落
創
生
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
、
も
し
く
は
、
取

り
組
ん
だ
の
は
、
17
地
区
。
取

り
組
む
た
め
の
計
画
を
策
定
中

が
３
地
区
で
す
（
２
０
２
４
年

９
月
１
日
時
点
）。

具
体
的
に
は
、
地
区
内
の
住

民
同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
花
植
え
・

植
樹
に
よ
る
景
観
の
保
護
、
住

民
が
集
う
場
・
地
区
内
遊
歩
道

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
活
動
を

通
し
て
、
集
落
創
生
事
業
の
目

的
で
あ
る
「
弱
り
つ
つ
あ
る
集

落
の
自
治
機
能
や
、
少
な
く

な
っ
て
い
る
住
民
同
士
の
交
流

を
復
活
→
維
持
→
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
」
を
少
し
で
も
達
成
で

き
た
と
言
え
る
地
区
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
、
課
題
が
山
積
し
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。

①「
正
直
、地
域
活
動
は『
ゴ

シ
タ
イ
』」
が
本
音
②
担
い
手

が
い
な
い
→
結
局
い
つ
も
の
メ

ン
バ
ー
が
担
い
手
に
③
金
の
切

れ
目
が
事
業
の
切
れ
目
―
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
私
か
ら

提
案
し
た
い
の
は
「
地
域
活
動

は
、
50
～
60
代
の
み
な
さ
ん
中

心
に
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
本

紙
創
刊
号
・
第
２
号
で
も
、
若

者
や
女
性
の
み
な
さ
ん
に
地
域

活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
現
状
は
、

現
役
世
代
は
忙
し
く
、
時
間
的

に
も
経
済
的
に
も
余
裕
が
な
く
、

年
に
何
回
か
の
道
普
請
や
草
刈

り
に
出
て
い
く
の
で
精
一
杯
と

い
う
世
帯
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
子
育
て
が
落
ち
着

い
た
り
、
定
年
退
職
を
迎
え
た

り
と
、
時
間
的
に
も
経
済
的
に

も
比
較
的
安
定
し
て
い
る
50
～

60
代
の
み
な
さ
ん
に
地
域
の
こ

と
を
〝
い
っ
ち
ょ
〟
頑
張
っ
て

い
た
だ
け
な
い
か
と
…
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
今
の
現
役
世
代

が
年
を
重
ね
、
50
～
60
代
に

な
っ
た
時
に
「
現
役
時
代
に

や
っ
て
も
ら
っ
た
か
ら
」
と
、

地
域
の
こ
と
に
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
る
と
い
う
好
循

環
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
引
き
続
き
、
女
性

や
若
者
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
も

大
歓
迎
で
す
。

と
に
も
か
く
に
も
、
ま
ず
は

「
私
は
関
係
な
い
」
で
は
な
く
、

よ
り
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん

に
、
オ
ラ
ホ
の
地
域
の
今
・
未

来
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ち
ら
っ
と
で
も
自
分

ゴ
ト
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

オラホの地域のコトをオラホの地域のコトを
自分ゴトに自分ゴトに

地域おこし協力隊　三原彩音地域おこし協力隊　三原彩音

集落創生事業
の詳細は
こちらから

飯綱町公式HP

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に
、

牟
礼
村
と
三
水
村
が
合
併
し
て

生
ま
れ
た
飯
綱
町
。
来
年
に
は
、

町
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
。

町
名
は
「
牟
礼
村
・
三
水
村
合

併
協
議
会
が
公
募
を
実
施
し
た

結
果
、
700
件
を
超
す
応
募
が
あ

り
、
中
で
も
20
歳
未
満
の
応
募

者
の
う
ち
、
約
58
％
が
飯
綱

（
い
い
づ
な
）
に
関
す
る
名
称

を
応
募
し
た
。
そ
の
後
「
新
町

村
の
名
称
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

（
12
歳
以
上
）
を
実
施
し
た
結

果
、「
飯
綱
町
」
が
約
51
％
の

支
持
を
得
て
（
い
い
づ
な
町

20
・
31
％
、
飯
綱
村
13
・
83
％
、

い
い
づ
な
村
９
・
35
％
、
鳥
居

川
町
３
・
37
％
）、
同
協
議
会

に
よ
り
最
終
決
定
・
命
名
さ
れ

た
」（
令
和
４
年
飯
綱
町
統
計

資
料
よ
り
一
部
抜
粋
）。

歴
史
を
遡
る
と
、
牟
礼
村
は

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
に
、

高
岡
村
と
中
郷
村
が
合
併
し
て

誕
生
。
こ
の
ほ
か
に
も
地
域
や

集
落
そ
れ
ぞ
れ
に
成
り
立
ち
が

あ
り
、
そ
の
歴
史
は
地
名
や
地

元
住
民
の
間
で
の
通
称
か
ら
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
あ
る
移
住
者
の
集

ま
り
で
「
町
内
の
地
区
名
を
聞

い
て
も
パ
ッ
と
思
い
浮
か
ば
な

い
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
そ

こ
で
今
回
、
改
め
て
自
分
が
住

ん
で
い
る
集
落
や
、
親
戚
や
知

人
が
住
ん
で
い
る
集
落
な
ど

を
確
認
す
る
機
会
に
な
れ
ば

と
、集
落
地
図
を
作
成
（
左
図
）。

ぜ
ひ
、
町
民
（
村
民
）
歴
の
長

い
方
と
短
い
方
で
一
緒
に
こ
の

地
図
を
見
な
が
ら
「
あ
そ
こ
は

あ
あ
だ
、
こ
う
だ
」
と
世
間
話

を
し
て
み
て
ほ
し
い
。
知
っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
町
の
あ

ん
な
コ
ト
、
こ
ん
な
コ
ト
が
見

え
て
く
る
は
ず
。

集
落
地
図
で
町
の
あ
れ
こ
れ
再
発
見

集
落
地
図
で
町
の
あ
れ
こ
れ
再
発
見

家
族
・
友
人
み
ん
な
で
見
て
み
よ
う※拡大版は飯綱町公式HP内集落創生事業のページに掲載

※この集落地図は概略図です。実情と差異がある場合がありますが、ご容赦ください
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お助け隊実働部隊

お助け隊事務局
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他の区や組と一緒に取り組むのはあり？
ありです。複数の区または組が、共同で計画策定や事業実施をする形もＯＫです。
特に、現時点で世帯数が少ない集落は、お隣の集落と共同で取り組むことで横
のつながりを強固にするきっかけになるのではないでしょうか

Ａ1.
Q1

集落創生事業に取り組みたい！と思っているけど、まずは何からしたら良い？
区長または組長さんに相談しながら、同じ区または組の中で同じ思いを持つ人や
共感してくれる人を集めて、住民グループ（委員会）をつくりましょう
老若男女問わず、さまざまな立場の住民の方がかかわる形をめざしましょう

A2.
Q2

集会施設の改修や区または組の備品の購入に使いたい！
イベントの開催などといったソフト事業を伴わない単なる集会施設の改修や備品
の購入のためだけに交付金を使用するのはNGです
ちなみに…集会施設の改修については別途、企画課に相談を。条件次第で別
の補助制度が利用できます

A3.
Q3

やりたいことがあるけれど、集落創生事業の趣旨に合っているかわからない。
どうしたら良い？
まずは一度ご相談ください。集落創生事業以外の方法のご提案もさせていただきますA4.

Q4

その他、どんな些細なことでも構いません
疑問や気になることがありましたら、お気軽にご相談ください
（問）飯綱町役場　企画課地域振興係・地域おこし協力隊　☎026-253-2512

よくある Q&A&A

「
集
落
創
生
事
業
」
の
周
知・

推
進
を
目
的
に
、
昨
年
創
刊
し

て
、
今
回
で
第
３
号
と
な
り
ま

す
。
過
去
２
回
は
、
事
業
の
認

知
拡
大
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
に

対
す
る
興
味
・
関
心
や
愛
着

（
郷
土
愛
・
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
）
を
育
む
こ
と
も
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
今
回
か

ら
、
町
に
つ
い
て
今
一
度
知
り
、

関
心
を
寄
せ
、
愛
着
を
持
つ

き
っ
か
っ
け
に
な
る
よ
う
な
新

聞
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
一

緒
に
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し

ま
し
ょ
う
！�

（
三
原
）

地
域
の
魅
力
を
再
発
見

地
域
の
魅
力
を
再
発
見

飯綱町には、50の集落がありますが、それぞれに歴史と資源があり、それらを踏まえた仕組みを持ち、住んでいる人もその立場・背景も異なるため、「集落創生事業」
と一口に言っても、何が集落の創生になるのか、何が集落の将来のためになるのかは、さまざまです。だからといって０から何かを起こすのは本当にゴシタイし、ズク
がいります。そこで！「オラホだったら何ができるのか？」を考える時に、参考になりそうな事例を紹介します。まずは真似ることからはじめませんか？

あんなコトこんなコトも「集落創生」になる！？あんなコトこんなコトも「集落創生」になる！？

袖之山

Y
o
u
T
u
b
e

Y
o
u
T
u
b
e

　
　
　
チ
ャ
ン
ネ
ル
創
設

　
　
　
チ
ャ
ン
ネ
ル
創
設

地
域
の
風
景
を
動
画
で
残
す

袖
之
山
区
は
、
集
落
創

生
事
業
の
一
環
で
、
地
区
の

Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
動
画
を

制
作
し
、
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
創
設
し
た
。

ま
ず
は
、古
く
か
ら
地
区

に
伝
わ
る
獅
子
舞
と
お
囃
子

を
後
世
に
伝
え
、残
す
こ
と
を

目
的
に
動
画
を
撮
影
・
編
集

し
、
Y
o
u
T
u
b
e
に
掲

載
す
る
こ
と
を
計
画
。
袖
之

山
区
で
も
獅
子
舞
の
舞
い
方

や
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、太
鼓
の

リ
ズ
ム
は
口
伝
が
基
本
。そ

こ
で
、獅
子
舞
や
お
囃
子
の

担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
に

も
、誰
で
も
で
き
る
だ
け
簡
単

に
獅
子
舞
や
お
囃
子
を
習
得

で
き
る
よ
う
、動
画
を
制
作
し
、

Y
o
u
T
u
b
e
に
掲
載
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
皮
切
り

に
、
袖
之
山
の
四
季
折
々
の

風
景
を
映
し
た
動
画
も
作
成

し
、Y
o
u
T
u
b
e
に
掲
載
。

地
区
に
人
を
呼
び
込
む
一
助
に

し
よ
う
と
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を

は
じ
め
と
す
る
袖
之
山
の
魅

力
を
地
区
外
の
人
に
向
け
て

発
信
し
て
い
る
。

こ
の
動
画
の
制
作
に
関
す

る
作
業
は
、
動
画
の
撮
影
や

編
集
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
掲
載

を
専
門
と
し
て
い
る
町
内
の

業
者
に
依
頼
し
た
。

集
落
創
生
事
業
に
つ
い
て

話
し
合
う
な
か
で
良
い
ア
イ

デ
ア
が
出
た
け
れ
ど
、
自
分

た
ち
で
や
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
。

そ
ん
な
時
は
、
無
理
に
自
分

た
ち
で
や
ろ
う
と
せ
ず
、
業

者
に
頼
ん
で
し
ま
う
の
も
一つ

の
手
。
そ
う
や
っ
て
自
分
た
ち

の
負
担
を
減
ら
し
つ
つ
、
効

率
性
と
質
を
担
保
す
る
こ
と

も
事
業
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
手
立
て
だ
。

向
こ
う
三
軒
両
隣
。
お
と

な
り
さ
ん
に
醤
油
を
借
り
る

―
。
集
落
活
動
の
活
性
化
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
今
後

に
つ
い
て
話
し
合
う
時
、
必

ず
話
題
に
な
る
の
が
、
そ
ん

な
近
所
付
き
合
い
が
昔
は
当

た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
話
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
、
人
は
減
り
、
高
齢

者
が
増
え
、「
近
所
付
き
合

い
」
の
価
値
観
は
変
わ
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
「
近
所
付
き
合

い
」
の
延
長
に
あ
る
「
地
域

の
コ
ト
」
と
言
わ
れ
る
、
道

普
請
や
草
刈
り
、
除
雪
、
高

齢
者
世
帯
の
見
守
り
や
子
ど

も
の
育
成
会
活
動
な
ど
を

「
や
ら
な
く
て
よ
く
な
っ
た
」

と
い
う
訳
で
も
な
い
。
む
し

ろ
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

不
足
に
よ
り
、
地
域
の
コ
ト

は
地
域
で
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と

言
っ
て
も
大
げ
さ
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
課
題
は
、
飯
綱

町
の
よ
う
な
過
疎
地
域
に
限

ら
ず
、
全
国
各
地
で
起
き
て

い
る
。
そ
こ
で
、
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
、
近
年
、
多
く

の
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
の
が
、
集
落
単
位
で
、
互

い
に
有
償
で
助
け
合
う
仕
組

み
づ
く
り
だ
。「
お
助
け
隊
」

と
い
っ
た
名
前
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
家
の
ゴ
ミ
出
し

や
電
球
の
交
換
、
障
子
の
張

替
え
、
庭
の
草
刈
り
や
除
雪

な
ど
を
、
集
落
内
の
住
民
が

有
償
で
助
け
る
。
ま
た
、
子

育
て
世
帯
の
家
事
サ
ポ
ー
ト

や
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
を

集
落
内
の
元
気
な
高
齢
者
が

請
け
負
う
と
い
っ
た
例
も
あ

る
。
助
け
る
側
と
助
け
ら
れ

る
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
や

報
酬
額
、
助
け
る
内
容
な
ど

は
、
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
こ
う
し
た
仕
組
み

づ
く
り
が
き
っ
か
け
で
、
希

薄
に
な
っ
て
い
た
近
所
付
き

合
い
が
前
向
き
に
復
活
し
た

と
い
う
声
も
あ
る
。「
集
落

創
生
」
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
有
効
か
も
し
れ
な
い
。

町民みんなで
「いいづな検定」を
つくりましょう！

ご応募は
こちらから▶
12月31日締切!!

「ご当地検定」をご存じでしょうか？
地域の歴史・文化・観光などについて学び、さまざまな魅力を再発見することで、
地域への関心・愛着・誇りを育んでもらおうと、全国各地で実施されています。
当該地域の出身者や住民だけでなく、その地域のファンにもチャレンジしてもらう
などすることで、地域おこしにつなげています。
飯綱町でも、町のことを今一度知り、考えてもらうきっかけにしようと「いいづな
検定」を実施することにしました。
そこで！この「いいづな検定」の試験問題案を町民のみなさんから募集します。
下記二次元コードより、奮ってご応募ください！

出題形式や実施時期などの詳細は未定です。
決まり次第、お知らせします！

いいづな検定試験問題案募集！

お
助
け
隊
で

お
助
け
隊
で

　
　
近
所
付
き
合
い
復
活

　
　
近
所
付
き
合
い
復
活

住
民
相
互
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

他 地域

チャンネル
登録は
こちらから


